
スポーツ医・科学研究
アクションプラン2023-2027

令和4年度第2回スポーツ医・科学委員会承認（修正版）（2022年9月27日）



スポーツ医・科学
の推進

研究プロジェクトの設置・運営
及び成果の発信

研究部門の機能拡充
及び人材活用の推進

他委員会・部署との
連携・協働による
研究成果活用の促進

スポーツ⽂化の豊かな享受に資する
エビデンスの備蓄・活⽤

多様な⼈々が共⽣する平和と友好に満ちた
持続可能で豊かな社会の創造に寄与（定款法⼈⽬的）

スポーツ医・科学委員会では、本会「スポーツ推進方策2018」に
て示した目標および施策の評価並びに検証を踏まえ、「JSPO中期
計画2023-2027」における今後のスポーツ医・科学研究推進のた
めの目標として以下の3点を設定した。

スポーツ医・科学委員会では、引き続きスポーツの社会的価値の
維持・向上を企図した先駆的、戦略的あるいは独創的な研究プロ
ジェクト等を設置・運営するとともに、成果を発信する。また、
スポーツ医・科学研究の推進をより強靭なものとするため、研究
部門の機能拡充と人材活用を推進する。さらに、他委員会・部署
との連携・協働により研究成果の活用を促進する。
以上の目標を達成することにより、スポーツ文化の豊かな享受に
資する科学的根拠が蓄積されるとともに、それらが活用されるこ
とで、「多様な人々が共生する平和と友好に満ちた持続可能で豊
かな社会の創造」に寄与することが期待できる。 

スポーツ医・科学研究アクションプラン2023-2027

スポーツ推進方策2018の施策 １.1.研究プロジェクトの設置・運営及び成果の発信
2.研究部門の機能拡充及び人材活用の推進

3.他委員会・部署との連携・協働による研究成果活用の促進
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JSPO中期計画2023-2027全体像
「JSPO中期計画2023-2027」は、JSPOの「ミッション」、「ビジョン2027」、「バリュー」に
基づき、これらを実現するための「４つの重点項目」と「32の成果目標」を中心に構成しています。

ミッション
JSPOの存在意義、使命

ビジョン2027
2027年に目指す姿

バリュー
ミッションの達成、
ビジョン2027実現の
ための行動パターン、
立ち返る言葉

Missio
n

Missio
n

Vision 2027

Vision 2027
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ミッションとは、これまでの110年も、これからの100年も根本は変わらない、JSPOの永遠の使命です。

スポーツと、望む未来へ。
私たちJSPOのコーポレートメッセージです。ス
ポーツとともに、未来を描き、進んでいく姿勢を示し
ています。スポーツが、あらゆる人々に一切の差別、
格差なく享受され、誰もが望む社会像の実現に貢献
していけるよう、JSPOは活動していきます。あなた
とスポーツがともにあゆみ、望む未来になるように。

“ともに”つくる
JSPOの力だけでは、ミッションを実現すること
は決してできません。私たちJSPOは、加盟団体の
みなさま、各種事業へご参画いただくみなさま、企業
パートナーのみなさまをはじめ、スポーツを愛するす
べてのみなさまと “ともに ”、これからも、スポーツと
望む未来を追い求めます。

スポーツと、望む未来へ。
～スポーツの力で、人も社会も元気になる仕組みを“ともに”つくる～

ミッション
Mission

ビジョン2027とは、JSPOが2027年に実現したい社会の姿です。

世界は驚異的なスピードで変化しており、私たちは
日 、々新たな社会課題に直面しています。少子高齢化
やこれに伴う人口減少など、様々な社会課題により、
もしかすると少し先の未来では、みんなが今までのよ
うにスポーツを楽しめる社会ではなくなってしまうか
もしれません。それでも私たちJSPOは、様々な社
会課題を乗り越え、世界の変化に適応しながら、

『だれでも、だれとでも』
　『いつでも、いつまでも』
　『自分らしく』

スポーツを楽しめる社会を実現したい、という思い
を、ビジョン2027として親しみやすいフレーズに表
現しました。

だれでも、だれとでも。いつでも、いつまでも。
自分らしくスポーツを楽しめる社会へ。

ビジョン2027
Vision 2027

バリューとは、JSPOが重視する価値観、あいことばです。

バリューは、ミッションの達成、そしてビジョン2027
の実現のために、“チャレンジしたい行動パターン ”、そ
して、“これまでも大切にしてきたものであり、これから
も大切にしたい価値観 ”を表現しています。
『それは誰のためか？』
　『それは何のためか？』
　『それはフェアか？』
ミッションの達成、そしてビジョン2027の実現の

ためには、自身の行動が「誰のため」「何のため」なの
か、常に問い続けることが欠かせません。
また、私たちJSPOは、常に相手を尊重すること、
全力を尽くすこと、ルールを守ることなど、フェアプ
レーの精神を大切にしてきました。
JSPOは、この３つのあいことばを日々自問自答
し、行動を繰り返すことによって、ミッションの達成、
そしてビジョン2027の実現を加速します。

それは誰のためか？　それは何のためか？
それはフェアか？

バリュー
Value

重点項目1
地域スポーツの最適化

成果目標

重点項目3
スポーツ・インテグリティの強化

成果目標

重点項目2
多様性の尊重

成果目標

重点項目4
次世代につなぐ新たな仕組みの実現

成果目標

54

JSPOは「スポーツと、望む未来へ〜スポーツの力で、人
も社会も元気になる仕組みを“ともに”つくる〜」を
ミッションとして「JSPO中期計画2023-2027」を策定し
た。重点目標は下記の通り。

スポーツ医・科学研究
アクションプラン

2023-2027

アクションプラン策定の経緯

①地域スポーツの最適化 ③スポーツ・インテグリティ強化
②多様性の尊重 ④次世代につなぐ新たな仕組みの実現  

これまでわが国におけるスポーツ医・科学研究を支えて
きたスポーツ医・科学委員会では、2023年度からの5ヵ
年計画「スポーツ医・科学研究アクションプラン2023-
2027」を策定した。具体的には、引き続き様々な研究領
域からプロジェクトを展開し、スポーツ文化の豊かな享
受を促す科学的根拠(エビデンス)を蓄積するとともに積
極的に活用し、本会や加盟団体はもとより、国、地方公
共団体、教育機関およびその他関連機関に対する普及・
啓発活動を着実かつ継続的に実施する。

＜重点項目＞

JSPO中期計画2023-2027



「JSPO中期計画2023-2027」は、国連が2030年までに持続可能な世界を実現するための17のゴール・169の
ターゲットから構成される“Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標, SDGs）” を踏まえ
策定している。

アクションプラン策定の経緯

※ JSPO Spirit ・・・JSPOのミッション、ビジョンを体現する当事者として、職員⼀⼈ひとりが共有する価値観、基本的姿勢（Professional・Respect・Challenge・Smart）

スポーツ医・科学研究
アクションプラン

2023-2027

スポーツ医・科学委員会では、SDGs達成への貢献はもとより、兼ねてからこれと軌を一にする本会の法人
目的である「多様な人々が共生する平和と友好に満ちた持続可能で豊かな社会の創造」に寄与するため、
スポーツ文化の豊かな享受を促す科学的・経営的根拠(エビデンス)に基づく提案や意思決定を尊重する
（Professional/Respect※）とともに、スポーツの社会的価値の向上を企図した先駆的あるいは戦略的な
計画立案や事業運営（Challenge/Smart※）を行ってきた。スポーツ医・科学委員会では、引き続きこの理
念に基づく意思決定を尊重するとともに、計画立案や事業運営を行う。



1. 研究プロジェクトの設置・運営及び成果の発信

1)多様なスポーツ需要に対応可能な
指導者・実務者の資質維持・向上

2)国内外における関連機関等との連携・協働

3)持続可能なスポーツ推進のための
基盤整備・構築

2. スポーツの多様性および社会的価値の維持・向
上に資する研究プロジェクトの推進 

5. スポーツ関連研究機関等との連携・協働の推進 

3. 多様なスポーツ需要に対応可能な指導者の資質
向上に資する研究プロジェクトの充実 

4. 本会加盟団体等との連携による研究プロジェク
トの推進 

研究プロジェクトの設置・運営
及び成果の発信

＜スポーツ推進方策2018の施策＞

スポーツ医・科学委員会では、約250にも及ぶ研究プロジェクトを設置・運営し、各種調査研究
を行い、スポーツの社会的価値の維持・向上に資する基礎資料の提示するとともに、それに基づく
普及・啓発教材を制作してきた。今後も、現代の高度化かつ複雑化する社会的課題に対応すべく、
先駆的、戦略的あるいは独創的な計画立案に基づく研究プロジェクトを設置・運営し、その成果を
報告書、学術論文、啓発資料などの様々な媒体や研修会等を通じて発信する。



1.1)多様なスポーツ需要に対応可能な指導者・実務者の
資質維持・向上

幼児期から高齢者まで幅広い年齢層を対象とした調査研究を実施し、多様なス
ポーツ需要に対応可能な指導者やスポーツ関係団体における実務者等の資質維
持・向上に資する基礎資料を提示するとともに、プログラムやガイドライン等
の開発や、普及・啓発活動を展開する。

＜進行中の主なプロジェクト＞
• アクティブ チャイルド プログラム（JSPO-ACP）の普及・啓発
• スポーツ活動中の熱中症事故予防に関する研究
• ドクターズ・ミーティング
• スポーツ現場におけるサプリメントの利用状況と活用コンセンサスの作成
• 身体リテラシー（Physical Literacy）評価尺度の開発
• 大規模長期縦断スポーツ科学研究に基づく健康寿命関連要因の網羅的検討
 〜健康寿命評価尺度および生活機能改善プログラムの開発〜 



1.2)国内外における関連機関等との連携・協働

都道府県体育・スポーツ協会、中央競技団体、学術団体、教育機関、JOC、
JISS、国（スポーツ庁、JSC等）、諸外国関連機関等、さらには当協会オフィ
シャル・パートナー企業等と連携し、調査研究や国際比較研究等を実施すると
ともに、プログラムやガイドラインの普及・啓発活動を展開する。

＜進行中の主なプロジェクト＞
• アンチ・ドーピング活動推進（都道府県委託）
• スポーツ外傷サーベイランスシステムの普及に向けた妥当性評価研究
• 身体リテラシー（Physical Literacy）評価尺度の開発 日本スポーツ協会



1.3)持続可能なスポーツ推進のための基盤整備・構築

「多様性の尊重」、「環境保護」、「インテグリティの確保」等に関する調査研
究を実施し、持続可能なスポーツ推進のための基盤整備・構築に資する基礎資料
を提示するとともに、ガイドライン等の開発や普及・啓発活動を展開する。

＜進行中の主なプロジェクト＞
• アンチ・ドーピング活動推進（普及啓発）
• 体育・スポーツにおける多様な性のあり方に関する教育・啓発
• 環境保護の視点からみるスポーツの持続可能性に関する調査研究
• 体育・スポーツにおける暴力・虐待・差別等の人権侵害防止に関する調査研究



・「スポーツ科学研究室」の組織機能充実

2.研究部門の機能拡充及び人材活用の推進

・学会発表・論文投稿等による研究成果の発信・情報交換

・行政機関等による補助金及び助成金の獲得による事業運営資金の充実
- 文部科学省/スポーツ庁委託事業・補助事業
- 日本スポーツ振興センター委託事業、スポーツ振興くじ助成事業（toto）

- 科学研究費補助金、その他企業研究助成金等

現代では多岐に渡る社会的課題が顕在化かつ高度化していることから、ます
ますスポーツ文化の豊かな享受に資する科学的根拠（エビデンス）の備蓄・活
用を促す必要があるため、下記の6つの観点から研究部門の機能拡充及び人材活
用の推進を図る。

・学術研究団体、行政機関、大学・研究機関、関係団体等との連携による人材活用・交流

・連携大学院制度等の大学・研究機関との連携による人材活用・育成

・日本学術振興会、その他法人等による競争的研究資金の獲得による研究資金の充実

- 共同研究等の実施
- 役員、外部委員、講師等への就任



3.他委員会・部署との連携・協働による
研究成果の活用促進

これまでスポーツ医・科学委員会及びスポーツ科学研究室は研究成果の提供を
中心に、他委員会・部署と連携してきた。今後も、先駆的、戦略的あるいは独創
的な科学的根拠（エビデンス）を備蓄し、連携・協働による活用を促進する。

• 「国民体育大会委員会」、「指導者育成委員会」及び「女性スポーツ委員会」へのス
ポーツ医・科学全般における研究成果の提供

• 「スポーツ少年団」及び「国際交流委員会」への「アクティブ チャイルド プログラム
（JSPO-ACP）」等の提供、事業連携

• 各委員会及びその下部組織（部会、ワーキンググループ等）への参画、専門知識の提供

• 「ブランド戦略委員会」及びオフィシャル・パートナー企業との共同研究等の実施、事業提案

• その他の日常業務における研究成果及び専門知識の提供



付則 2022年6月6日 令和4年度第1回スポーツ医・科学委員会承認
2022年9月27日 令和4年度第2回スポーツ医・科学委員会修正承認


